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断
片
を
通
じ
て
し
か
、
こ
の
世
は
耳
の
後
側
で
再
構
成
せ
ず
。
「
い
っ
ぱ
い
飛
ん
で
い
る
」

と
松
﨑
が
言
い
「
ボ
ラ
だ
よ
ね
」
と
。
歩
行
を
渡
る
と
、
右
手
に
は
み
な
と
み
ら
い
の
未

来
派
っ
ぽ
い
建
物
た
ち
、
左
手
に
は
山
里
の
ご
と
く
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
が
あ
り
。 

満
員
電
車
で
「
ス
ミ
マ
セ
ー
ン
、
オ
リ
マ
ス
」
と
、
手
摺
を
摑
む
無
数
の
手
に
陰
ら
さ
れ

た
女
の
方
が
、
と
う
と
う
品
川
で
降
り
る
。
時
刻
は
暗
黒
で
、
共
感
覚
に
従
い
夕
焼
け
さ

え
紙
を
燃
や
す
音
を
立
て
る
。 

「
お
取
り
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
、
オ
ト
リ
ワ
ス
レ
ニ
ゴ
チ
ュ
ウ
イ
ク
ダ
サ
イ
」
ス
イ

カ
チ
ャ
ー
ジ
後
の
自
動
音
声
。
「
下
り
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
す
、
ク
ダ
リ
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
デ
ス
」。
ぷ
た
っ
と
靴
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
躓
く
。 

音
風
景
に
浸
っ
て
い
る
状
態
で
、
「
私
、
ワ
タ
シ
」
と
口
を
酸
っ
ぱ
く
す
る
こ
と
は
無
用

で
あ
る
。
そ
れ
は
他
の
音
帯
域
に
自
ら
の
基
本
周
波
数
で
反
応
す
る
だ
け
の
横
隔
膜
に
す

ぎ
な
い
。
目
覚
ま
し
時
計
の
チ
リ
ン
チ
リ
ン
と
鳴
る
何
か
の
音
で
と
め
ど
な
く
目
を
覚
ま

す
の
が
生
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
あ
れ
っ
て
、
鴉
」
と
子
供
が
叫
び
、
そ
れ
は
「
か

ら
す
」
の
音
響
実
現
で
あ
り
、
且
つ
そ
の
鳴
き
声
。 

人
生
は
、
よ
そ
へ
向
か
う
こ
と
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
路
上
も
歪
み
、
ノ
イ
ズ
も
階
層
制
度

な
し
に
紛
れ
込
む
。
モ
ー
ラ
は
聴
覚
的
理
解
の
基
礎
要
素
と
い
う
。 

で
は
、
死
ぬ
と
は
何
か
。
死
ぬ
と
は
、
耳
の
中
で
空
の
袋
の
気
配
が
す
る
、
つ
ま
り
蝸
牛

孔
が
止
ま
る
こ
と
、
永
久
に
。 

 
 


